
保育料第2子無償化の実施に
対する本市の考えは

第2子無償化により、幼児教育・保育無償化の
対象ではない3歳未満児の保育料の負担軽減

を図ることができるが、本市の考えを伺う。
年齢制限などの撤廃は、世帯構成の違いによ
る格差解消や経済的負担軽減につながると

認識しているが、本来は国の責任で実施すべきもの
で、これまでも国に要望を行っている。本市独自の
実施は相応の財源を必要とするため、他事業への影
響を勘案しつつ、今後検討を進めていく。

問

答

県営水道料金値上げに対する
本市の見解は

物価高騰時に水道料金の値上げを発表した県
に抗議すべきだが、本市の見解は。
資材価格や光熱費の高騰により、事業費が増
加しており、財政収支見通しは厳しい一方、

今回の値上げは市民生活に影響を与えることから、
県には値上げ幅の抑制や市民への丁寧な説明を要望
する。なお、市営水道は県からの水の購入価格が上
がれば、料金に影響する可能性があるため、その際
は県に値上げの考え方、背景などの説明を求めたい。

問

答

市長就任からの4年間を振り返り、市政運営
の実績･評価など、市政の総括を伺う。
コロナ対策や危機管理防災体制の構築など緊
急対策に取り組むとともに、マニフェスト実

現に向け市政運営を進めてきた。保育所や子どもル
ームの待機児童ゼロ、143件の企業立地による雇用
創出･税収増、全地区への地域担当職員配置、「市長
と語ろう会」など市民との直接対話を通じた地域課
題解決に向けた制度改善など、多くの取り組みを実
施し、さまざまな成果を上げることができた。

神谷市政4年間の総括・実績は

問

答

市政継続に向けた市長のビジョンは

市民の声を真摯に受け止めた市政運営を高く
評価しているが、今後のビジョンを伺う。
これまでの都市政策が実り、人口は増加基調
であるが将来の減少は避けられないことか

ら、①職住近接で子育てと仕事が両立できる、②必
要な交通手段が確保される、③都市機能の中に緑と
水辺が感じられ脱炭素社会のモデルとなる、④こど
もの権利が守られ若者に支援が届く、⑤高齢の方も
障害のある方も長く住み続けられる、⑥強靭な防災
都市である、千葉市にしていきたい。

問

答

白鳥　　誠立憲民主・無所属千葉市議会議員団

― 代 表 質 問 か ら ―

中島　賢治自由民主党千葉市議会議員団 代表質問
（録画放映）

11/26［火］ 本会議（開会）

11/29［金］ 本会議（議案質疑）

12/2［月］ 常任委員会 2・3面

12/4［水］・5［木］ 本会議（代表質問 2・3面 ）

12/　6［金］～12［木］ 本会議（一般質問）

12/13［金］ 本会議（委員長報告、討論、採決 4面 ）

令和6年第4回定例会　主な会議日程

3月に任期満了を迎えるが、次期市長選に対
する市長の姿勢を伺う。

「対話と現場主義」「チャレンジ」の姿勢のも
と、市民生活を守る福祉施策と生活に豊かさ

をもたらす雇用・経済施策を両輪として好循環を生
み出す市政運営を進め、一定の成果を上げることが
できたが、本市の発展のための課題は依然数多く残
されている。今後も市民の皆様のご支援をいただけ
るのであれば、「都市機能の中に緑と水辺が感じら
れ、セーフティネットが働き、豊かなライフスタイ
ルが実現できる千葉市」を目指して、山積する課題
に真摯に向き合い全力を尽くす覚悟である。

次期市長選に対する
市長の政治姿勢は

問

答

人口減少や物価高騰の影響など、近年になく
難しい予算編成になると推測するが、新年度

の予算編成における取り組みを伺う。
人口減少局面においても引き続き市民や事業
者に選ばれるため未来志向のまちづくりを進

める必要があるとの認識の下、市民生活に密接する
事業は着実に推進する必要があると考えている。ま
た、新年度の財政は、歳入増を上回る多額の財政需
要が見込まれている。こうした状況を踏まえ、予算
編成では、歳入確保の対策を講じつつ、歳出におい
ても必要に応じ既存事業を見直し、時機を捉えたメ
リハリのある財源配分に努めていく。

問

答

新年度予算編成における取組みは

第4回定例会では、補正予算や条例議案などを常任委員会で審査
した後、市政運営について代表質問を行いました（2･3面）。
慎重審議の結果、31議案を議決しました（4面）。

本市と投資団体双方のイメージ戦略としても
評価されるSDGs債の実績などを伺う。
令和5年8月以降、計3回、総額で130億円発
行してきた。これらの発行により、通常債と

比較して低利率な資金調達ができ、利子負担を約
3,000万円軽減できたことに加え、地元企業をはじ
めとした新規投資家の開拓も進められた。調達した
資金は、新清掃工場整備事業や浄化センター整備事
業のほか、学校環境改善事業などに活用してきた。

大規模な資金調達に成功した本市の
SDGs債※1のこれまでの取り組みと実績は

問

答

理念だけでなく具体的施策、断片的でなく全
体像に即した施策を望むが本市の考えは。
若者が抱える問題はさまざまで、実態を踏ま
えた施策の検討が難しく行政から十分な支援

が届きにくい面がある。このため、若者から必要な
支援などの意見を伺う機会を作り、その意見を踏ま
えながら、資格取得による就労支援、社会参画活動
支援、悩みごとの相談や若者同士の交流を図る居場
所づくりなど、的確に取り組んでいく。

問

答

こどもや若者支援の取り組みに
ついて本市の考えは

用語解説 ※1　SDGs債　�持続可能な開発目標（SDGs）を達成するための資金調達手段として発行される公債で、環境問題や社会問題の解決
を目指すプロジェクトに資金を充てるもの

※2　ナラ枯れ　�カシノナガキクイムシが産卵のため、ナラやクヌギなどの幹に入り込む際、虫が持ち込んだナラ菌により、樹木が
枯れる伝染病

会派等 ●議員定数50人（令和7年1月8日現在）
◆自由民主党千葉市議会議員団17人 ◆立憲民主・無所属千葉市議会議員団11人 ◆公明党千葉市議会議員団8人
◆日本共産党千葉市議会議員団7人 ◆日本維新の会ちば3人 ◆無所属4人

各常任委員会では、補正予算･
条例議案などを詳細に審査しま
した。質疑の一部をご紹介しま
す。

常任委員会

委員会 所管事項

総務 危機管理、防災、総合計画、行政改革、財政
など

保健消防 保健医療、高齢者･障害者の福祉、救急、消防、
病院など

環境経済 市民協働、文化･スポーツ振興、環境保全、
ごみ、経済振興、農業など

教育未来 子どもの福祉、子育て、教育、生涯学習など

都市建設 まちづくり、公園、住宅、道路、上下水道 
など

総務委員会総務委員会 議案6件議案6件
陳情1件陳情1件

国の新たな経済対策における現在の状況は
令和6年11月に国から重点支援地方交付
金の概要が示され、低所得者世帯への給

付金の拡大や、生活者や事業者を引き続き支援
するための対象事業が追加されるとのことだ
が、自治体での独自の予算化を速やかに進める
にあたり、現在の状況を伺う。

現在国では、補正予算の編成作業が令和 
6年内の成立を目指して進められてい

る。引き続き国・県の動向を注視しつつ、今後示

問

答

される対象事業
や臨時交付金の
交 付 額 を 踏 ま
え、本市として
必要な対策の速
やかな事業化に
努めていく。

保健消防委員会保健消防委員会 議案5件議案5件
請願1件請願1件

女性のためのハーモニー相談の実績は
千葉市ハーモニープラザにある男女共
同参画センターでは、ハーモニー相談が

行われているが、その実績を伺う。
ハーモニー相談では、女性の生きづらさ
や悩み、不安などについて、自分が持つ

本来の力で問題解決に向き合えるよう、女性相
談員がサポートを行っている。相談人数は、令
和5年度が1,891人、令和4年度が1,867人、令
和3年度が1,699人となっており、その相談内

問

答

容は、自分に関
係する相談が最
も多く、その他
に家族や夫婦に
関係する相談も
多 く な っ て い
る。

環境経済委員会環境経済委員会
千葉サイクル会館の大規模改修における本市の考え方は

主に競輪選手の宿泊施設として利用さ
れている千葉サイクル会館は、建物の劣

化や設備の不具合が著しいことから、大規模改
修を行うとのことだが、本市の考え方を伺う。

本施設は80年使用することを目標とし
ており、築30年を迎える令和8年に大規

模改修を行う予定である。計画的保全の考え方
のもと、不具合がある部位･設備の修繕を行うだ

問

答

けでなく、将来
を見据えて悪く
なりそうな部分
をあらかじめ保
全することで、
総費用を抑える
取り組みを行っ
ている。

教育未来委員会教育未来委員会 議案6件議案6件

千葉市少年自然の家の利用者要望に対する対応は
少年自然の家は、令和7年度以降も引き
続き現事業者を指定管理者に選定する

とのことだが、これまでの課題や利用者からの
要望などは今後の事業運営に反映されていくの
か伺う。

利用者にはアンケートで意見や要望な
どを伺っている。事業者からは、アンケ

ート結果に基づく改善点を含め、向こう5年間
の利用者数や事業に係る数値目標、新たな取り

問

答

組みなどの提案
がされており、
引き続き、良好
な管理運営を期
待し、次期指定
管理者に選定し
ている。

都市建設委員会都市建設委員会 議案8件議案8件
請願1件請願1件

ナラ枯れ※2被害の状況とこれまでの対策の成果は
市内公園緑地における令和6年度のナラ
枯れ被害調査の結果、265本の被害が確

認され、伐採などの対策を行うとのことだが、
被害が起きている主な公園やこれまでの対策の
成果を伺う。

泉自然公園が68本で最多、次いで昭和の
森が50本である。公園利用者などの安全

確保と被害拡大防止のため、過去3年間で約

問

答

2,100本の被害木に対
し、伐採・運搬・チップ
化、根株の燻蒸による
殺虫処理を行った。被
害本数は令和4年をピ
ークに減少しており、
一定の成果が出ている
と考えている。

2日間にわたり、市政運営について各会派を
代表して4人の議員が質問を行いました。その
一部をご紹介します（詳しくは、市議会ホーム
ページの「議会中継（録画放映）」でご覧いただ
けます）。

第4回定例会を開催第4回定例会を開催
〜市政全般をチェック〜〜市政全般をチェック〜

桜井　秀夫公明党千葉市議会議員団 安喰　初美日本共産党千葉市議会議員団

常任委員会
（録画放映）

代表質問
（録画放映）

代表質問
（録画放映）

代表質問
（録画放映）

千葉サイクル会館 千葉市少年自然の家 ナラ枯れ被害のある木

浄化センター整備事業に活用

議案4件議案4件
陳情1件陳情1件

【3】ちば市議会だより 令和7年（2025年）2月1日【2】 ちば市議会だより令和7年（2025年）2月1日


